
 

               

 

 

 
  

第１回「有吉佐和子文学賞」受賞作品が決定！ 
 

有吉佐和子記念館の開館を契機に、本市の偉人である有

吉佐和子の顕彰に加え、文学について学ぶ機会を提供する

こと及び本市の文化的風土を醸成することを目的とし、令

和５年１２月に有吉佐和子文学賞を創設しました。自身の

ことや世の中のこと、和歌山への想いなどについて、思った

まま、感じたままに表現いただくことを目的としてエッセ

イの作品を募集したところ、全国各地から２，０７７作品

（うち県外１，３５０作品）ものご応募をいただきました。 

 

年齢別では１０代から９０代までのすべての年代の方か

らご応募いただき、最年少は中学１年生、最高齢は９９歳の

方でした。地域別では全国すべての都道府県在住の方に加

え、海外在住の１２人の方からもご応募があり、選考の結果、

受賞作品が決定しました。 

 

【受賞作品一覧】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担 当 課 文化振興課 

担 当 者 中井、森 

電  話 （073）435－1194 

内  線 ３０２６ 

記 者 発 表 

令和６年５月１４日 

賞 作品名 氏名 居住地、学校名 

最優秀賞 手
テ

紙
ガミ

 日
ヒ

沼
ヌマ

 よしみ 山梨県南アルプス市 

優秀賞 杜鵑草
ホトトギス

 原
ハラ

 徹
トオル

 愛媛県伊予郡松前町 

佳作 

胸
ムネ

の中
ナカ

でひかるもの 桑
クワ

原
バラ

 祥
サチ

恵
エ

 東京都足立区 

私
ワタシ

を生
イ

かす心
ココロ

の栄養
エイヨウ

 後
ゴ

藤
トウ

 里
リ

奈
ナ

 東京都杉並区 

和
ワ

歌
カ

山
ヤマ

にて、星
ホシ

を繋
ツナ

ぐ。 武
タケ

智
チ

 弘
ヒロ

美
ミ

 兵庫県神戸市 

継
ケイ

承
ショウ

の地
チ

 松
マツ

村
ムラ

 典
ノリ

子
コ

 大阪府大阪市 

梅
ウメ

騒
ソウ

動
ドウ

 森
モリ

 美
ミ

恵
エ

子
コ

 福岡県福岡市 

奨励賞 

姉
アネ

になった日
ヒ

 鏑
カブラ

木
ギ

 花
ハナ

野
ノ

 
東京都板橋区 

クラーク記念国際高等学校 

八
ハッ

週
シュウ

五日
イ ツ カ

  谷
タニ

 和
ワ

佳
カ

乃
ノ

 
和歌山県岩出市 

智辯学園和歌山高等学校 

インスタントコーヒーの粉
コナ

 辻󠄀
ツジ

 拓
タク

真
マ

 
和歌山県和歌山市 

和歌山市立西脇中学校 

酒
サケ

という謎
ナゾ

 芳
ハ

賀
ガ

 永
エイ

都
ト

 
宮城県仙台市 

東北学院高等学校 

高校生
コウコウセイ

が愛
アイ

について考
カンガ

えてみた結果
ケ ッ カ

 藤
フジ

田
タ

 椛
カ

子
コ

 

神奈川県横浜市 

ホライゾンジャパン 

インターナショナルスクール 

※奨励賞は中学生および高校生の作品のみ対象です。 

和歌山市が生んだ偉大

なる作家・有吉佐和子

は、若き頃 から読書に

勤しみ、その生涯におい

て  実に様々な作品を 

世に送り出し、多くの読

者を魅了しました。 



 

最優秀賞受賞作品「手紙」 概要 

病に倒れた夫を介護する日々を過ごす作者が、若かりし頃夫から受け取った手紙の束を見つけ、夫

からの思い、そして共に過ごした歳月の記憶が甦り、前向きで力強く心が動いていく様子を表現し

た作品。 

 

 

意見聴取員 コメント 

夏目漱石の同タイトルの短編小説があるが、この作品は夫婦の絆と愛の話。 

ＳＮＳの発達でどんなに離れていても瞬時に連絡を取り合えることが当たり前の世の中で、手紙の

温かさが伝わってくる作品。文通や公衆電話でのやり取りは現代の若者には想像もできない長い時

間が二人には流れていたことを、流れるような文章で綴っている。夫婦の愛と繋がりの強さが、心

に迫る素晴らしい作品。

 

 

 

 
 

10代 801  60代 277 

20代 110  70代 223 

30代 152  80代 63 

40代 181  90代 7 

50代 198  未記入 65 

  合計 2,077  

 

 
 

北海道・東北 108 中国・四国 81 

関東 603 九州・沖縄 81 

中部 208 海外 12 

近畿 972 未記入 12 

  合計 2,077 

１ 選考  有識者等による意見聴取を経て、受賞作品を決定しました。 

＜意見聴取員＞ 恩田
オ ン ダ

 雅和
マサカズ

 （有吉佐和子記念館館長） 

              河野
コ ウ ノ

 和憲
カズノリ

 （株式会社彩流社取締役社長） 

              坊
ボウ

  美
ミ

生子
オ コ

（株式会社ニッセイ基礎研究所 准主任研究員） 

              中村
ナカムラ

 祐
ユ

佳子
カ コ

（福島小学校校長） 

２ 表彰式   日時：令和６年６月２日（日） １３時３０分から 
場所：有吉佐和子記念館（和歌山市伝法橋南ノ丁９） 

３ 作品公表  受賞作品は、表彰式後、市ホームページ等に掲載します。 

10代

38.6%

20代

5.3%
30代

7.3%

40代

8.7%

50代

9.5%

60代

13.3%

70代

10.7%

80代

3.0%

90代

0.3%
未記入

3.1%

北海道・東北

5.2%

関東

29.0%

中部

10.0%

近畿

46.8%

中国・四国

3.9%

九州・沖縄

3.9%

海外

0.6% 未記入

0.6%

本文学賞は、塚本治雄基金を活用しています。 

≪地域別 割合≫ 
 

 

≪年齢別 割合≫ 
 

          


